8-4-11　鉄道専門委員会

1. 鉄道専門委員会の予算

予算：　1,100,000　円
2. 主な活動の記録

(1) 委員会の開催

専門委員会の開催回数：　10回　

　　　　　（他にWG活動として数回）
(2) 鉄道セミナーの開催
若い技術者を対象とした鉄道セミナーを春、秋計２回開催した。

第一回　７月20日　弘済会館
講師　小寺重郎　参加者　39名
「鉄筋コンクリート構造物のひび割れおよび震害について」
第二回　11月21日　協会会議室

講師　東　俊郎　参加者　41名
「鉄道配線計画について」
(3) 「鉄道連続立体交差化事業とその事業効果」印刷、配布
一昨年度からの継続作業として、共同研究としての発刊を目指し行動していたものを印刷、関係各社に配布した。
　　　主な内容は以下の通りである。
１．連立化事業にかかわる諸制度の変遷

２．連立化事業の実施概況

３．連立化事業の進め方

４．連立化事業の効果

５．連立化事業の諸問題

６．これからの連立化事業

７．事業の事例

(4)  RCCM資格更新時の教材修正
RCCM資格の更新時に、自習し自己採点をするための教材用CD-ROM のパワーポイント原稿を修正した。

今回の修正はリニアモーターカーの開発状況の変化を一部修正した。
　　　 
(5) 「品質セミナー」のためのエラー事例の収集と分析

昨年に引き続き、委員出身各社からエラー事例を収集し、整理した。昨年までの30例に対し8例を更新した。
(6) その他の活動

　・「報酬積算の手引き」（第9版）に対する各所からの質問事項に対応した。昨年1年間で7件の問い合わせがあった。
　・　製図基準と電子納品について国交省基準と鉄道・運輸機構基準の違いなど委員会内部で勉強会を開催した。
3. 次年度の活動について

次年度の活動として、現在考えているのは次の事項である。即ち、継続的な作業として年2回の「鉄道セミナー」開催、予想されるエラー事例の収集分析、コスト縮減の事例収集などを実施してゆく。
鉄道に関する建設コンサルタント業務における実施上の課題整理と分析、及び対応への議論を実施する。その他、鉄道総研、鉄道運輸機構等への窓口として、技術標準の改定に伴う資料の収集と展開などの役目を果してゆく。
（鉄道専門委員会委員長　柿沼　民夫）

